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“Transdisciplinarity”を巡って
横幹連合副会長 鈴木久敏∗

ご存知のように横幹連合の英語名は，Transdisci-
plinary Federation of Science and Technologyです．
また，産業界側のパートナーである横幹技術協議

会の英語名も， Transdisciplinary Science and Tech-
nology Initiativeです．私たちは 10年以上の長年に
わたって，「横断型基幹科学技術」（略称：横幹科学技

術）とでも呼ぶべき新しい学問分野が存在すると主

張し，その英訳としてTransdisciplinary Science and
Technologyを使ってきました．この間，「transdisci-
plineは interdisciplineやmultidisciplineとどこが異
なるのか？」，また「transdisciplineとは何か？」と
いう議論を続けてきました．結果として transdisci-
plineの本質は「知の統合」と「社会価値の創出」に
あるとの認識に至り，2009年総会において「横幹
科学技術とは，論理を規範原理として，自然科学，

人文・社会科学，工学を横断的に統合して異分野融

合，社会的価値創出をもたらす基盤学術体系」とい

う形で整理しました．Interdisciplineについてはそ
の日本語訳がほぼ「学際」ということで定着してい

るかと思います．Interdisciplineは接頭辞 inter-の意
味からして，二つあるいはそれ以上の複数の既存

の「学」（disciplines）の間に生まれた新しい「学」
（discipline）であり，「学」と「学」の境目に生まれ
たという意味で「際」という漢字に通じるものがあ

ります．これに対して，接頭辞 trans-は「越えて」，
「横切って」，「貫いて」，「超越して」，「・・・の向う側

の」などの意味で，transdisciplineは複数の既存の
「学」を越えて，横断的に貫くという意味になりま

すから，分野横断型の「学」（discipline）を指すこ
とになるでしょう．私たちは，その意味で横断型基

幹科学技術の英訳とともに，その体系化に挑んで

きました．

2009年のブタペスト宣言の標語 “science in soci-
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ety and science for society”以来，21世紀の科学技
術が果たすべき責務として社会に役立つ科学技術

が強く謳われてきました．さらにここ数年，その理

念を受け継ぎ，地球環境問題を解決するための国

際活動 Future Earthが始まりました．Future Earth
の基本概念は sustainabilityと transdisciplinarityに
あるとのことです．そこでは transdisciplinarityの
意味を「学の向う側へ」と解釈し，科学技術をア

カデミアだけが独占するのではなく，研究の企画，

設計段階から実行，成果の創出までのすべてのフェ

イズで，アカデミアと科学技術の成果を受け入れ

る社会側の様々なステークホルダーとの協働作業

（co-design, co-production, co-delivery）による「知
の統合」と位置付け，そのような研究活動を Trans-
disciplinary Researchと呼んでいます．これは，20
世紀後半の科学技術がアカデミアに独占され，その

結果としてアカデミアのための科学技術に陥って

しまい，人間や社会に役立つ科学技術と言う姿勢

を失ったことへの深刻な反省の上に打ち出された

ものとのことです．この姿勢は「知の統合」と「社

会価値の創出」を謳う我々横幹連合の主張とも大

いに重なり，横幹連合は Future Earthという力強い
援軍を得たと言えるでしょう．

一方で，Future Earthが言う社会の様々なステー
クホルダーを巻き込む研究活動を Transdisciplinary
Researchと呼ぶことは果たして適切なのでしょう
か？Future Earthの言う transdisciplinarityは研究推
進の体制・スタイルを指しており，研究そのもので

はありません．Future Earthの活動には諸学を横断
的に貫いて「知の統合」と「社会価値の創出」を

図る transdisciplinarityは不可欠でありますが，「学」
と「社会」の協働は「学」の間を跨いでいる訳では

ないので，transdisciplineではありません．Future
Earthのアプローチは「学」を超えて社会と繋がろ
うとする「学と社会との際」の越境ですから，英語

Oukan Vol.8, No.1 3



Suzuki, H.

では何というべきか分かりませんが，もし日本語で

言うなら「超学」とでもいうべきでしょう．ただ，

「超学」という言葉は飽くまで「学」側から見た言

い回しなので，社会との対等な関係を目指す言葉

としては相応しくありません．科学技術に関して

「学」と「社会」とが対等な立場で協働し，新たな

社会価値の創出を狙う概念でしょうから，今日的な

言葉でいえば，学と社会との「共創（co-creation）」
という言い回しが最も相応しいように思えます．正

に，co-design，co-production，co-deliveryです．
なお日本では，このTransdisciplinary Researchを

「超学際研究」と呼ぶ動きもあるようです．会津大

学を中心とした福島県内の産学官の集まりである

NPO法人に「超学際的研究機構」があります．当該
機構のホームページによれば「学際的視点や産学官

にNPO等の市民を加えた幅広い連携の仕組みに国
際的交流の視点を加え，より実践的な形で様々な問

題を解決しようとする『超学際』の概念の下，・・・」

とその目的を述べていることから，Future Earthの
いう Transdisciplinary Researchの考え方に繋がるも

のです．Transdisciplinarityを「超学際」と訳したの
は，文部科学省科学技術政策研究所の森荘一氏の

調査報告（「現実社会に対応する新たな統合的研究

に対する調査」，2012年 12月 20日）が最初のよ
うです．しかしながら，Transdisciplinary Research
は「学」を超えて社会と連携した研究活動であり，

「学と学の際（学際）」を超えている訳ではありま

せん．「学」を超えていますが，日本語として定着

した「学際」を超えている訳ではありませんので，

必ずしも適切な訳語とは思えません．

筆者としては，複数の学問分野の知を用いて目前

の課題を解決する考え方をmultidisciplinarity，複数
の学問分野の知を統合して新しい社会価値創出に

繋げる考え方を transdisciplinarity，社会のステーク
ホルダーとの協働による課題解決は co-creationと
いう言い回しで区別すべきではないかと考えてい

ます．

いずれにしても，私たちが 10数年前に打ち出し
た「横幹科学技術」にようやく陽の光が当たってき

たことはたいへん喜ばしいことであります．
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